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記載要領  l 実施計画は設定方法及び作業方法等具体的に記入する。
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造林事業の省力化を図るため,無地持直括造林試験を行い適地の選定と事業化をはかる。
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全 体 計 画 実 施 経 過

当 年 度

実 施 計 画 実 施 結 果 評価および普及計画

1.試験地設定
昭和 60.61各年度設定
2.採 穂
3.直 播 (植付)
4.適地選定の検討
5。 調査事項
(1)功程調査
(2)生長量調査
(3)活着率調査
(4)被害調査
(5)既往造林地 (直括)調査

1,試験地設定 (昭和61年 3月 )
(1)場所 樫葉固有林 263ち 1林小班
(2)面積  0。 27ha
2.採穂 括付  スギ 810本
3.功程調査
4.植付時生長量調査

1.試験地設定 (昭和62年 3月 )
2.採 穂
3.直 括
4.適地選定の検討
5。 調査事項
(1)功程調査
(2〉 生長量調査
(3)活着率調査
(4)被害調査

1.試験地設定
(1)場所 樫葉国有林 263ち 1。 264

へ林小班
(2)面積
263畠

l或薔維PI.57ha   ∠0
内試験地 0。 27ha(昭千口Gfr

度設定)
0.30haご ′/:1 714

264へ林小班
区域面積 0,46ha

2.臨 課 馨輝サ
MMPハ 性

3.直括実施
(1)263ち 1林 /1ヽ班

 菖認ルタ鰍
(2)264へ 林小班 2条さし付

5,000′じ′ha
4.調査区設定
(1)263ち 1林小班カット(10mX 15‖ )

4箇所
(2)264へ  ″  ( ″ )

2箇所
(3)264へ   〃    (  ″  )

対照区 1箇所
5。 調査事項
(1)功程調査
(2)生長量調査
(3)活着率調査
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2
調査結果及 び考察を記入す る。
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